
１）新規採用医薬品について

（新規採用医薬品）

薬品名

（一般名）

流動パラフィン「マルイシ」
500ml ¥465.0

/本

コアベータ静注用
12.5mg ¥2,709.0

ランジオロール塩酸塩 /V

ツムラ麻子仁丸エキス顆粒
2.5g/包 ¥17.3

麻子仁丸エキス顆粒 /包

ザルトラップ点滴静注
100mg ¥78,614.0

アフリベルセプト ベータ /V

ザルトラップ点滴静注
200mg ¥153,409.0

アフリベルセプト ベータ /V

（限定採用医薬品）

省略

（新規院外採用医薬品）

薬品名

（一般名）

カナリア配合錠
¥300.3

テネリグリプチン臭化水素酸塩水和物
カナグリフロジン水和物 /錠

アメナリーフ錠
200mg ¥1,469.7

アメナメビル /錠

エンクラッセ62.5μgエリプタ30吸入用
¥6,166.6

ウメクリジニウム臭化物 /キット

アニュイティ100μgエリプタ30吸入用
100μg ¥1,979.8

フルチカゾンフランカルボン酸エステル /キット

アニュイティ200μgエリプタ30吸入用
200μg ¥2,554.8

フルチカゾンフランカルボン酸エステル /キット

1 新規 軟膏基剤 丸石 整形外科

平成２９年１２月　新規採用医薬品（患者限定及び院外限定含む）

No 採用区分 規格 薬価 薬効
製造
/販売

申請科

外科

2 新規 短時間作用型β1選択的遮断剤 小野 循環器科

3 新規 漢方製剤 ツムラ 外科

4 新規
抗悪性腫瘍剤
VEGF阻害剤 サノフィ

5 新規
抗悪性腫瘍剤
VEGF阻害剤 サノフィ

申請科

6
院外採用

新規
糖尿病用剤

田辺三菱/第一
三共 内科

採用区分 規格 薬価 薬効
製造
/販売

8
院外採用

新規 気管支拡張薬(抗コリン薬） GSK 呼吸器科

7
院外採用

新規
抗ウイルス剤 マルホ 皮膚科

10
院外採用

新規 気管支喘息用薬(ステロイド) GSK 呼吸器科

9
院外採用

新規 気管支喘息用薬(ステロイド) GSK 呼吸器科
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2）削除医薬品について

No 規格

2.5g

0.1mg

20ｇ

3ｍｇ

（用時購入）

1000ｍｌ

1.5%

0.004%

（用時購入）

0.3%

0.025%

*内服薬(ラニラピッドを除く)、点眼薬については院外はそのまま継続

3）切り替え医薬品について

※2017.10.1より順次、切り替え中

変更前 → 変更後 販売

（限定）イクセロンパッチ9mg → リバスタッチパッチ９ｍｇ 小野薬品工業

レミニールOD錠4mg　（武田） → レミニールＯＤ錠４ｍｇ ヤンセンファーマ

グラニセトロン点滴静注バッグ３ｍｇ／１００ｍＬ「NK」 → グラニセトロン点滴静注バッグ３ｍｇ／１００ｍＬ「マイラン」 ファイザー

テイコプラニン点滴静注用２００ｍｇ「日医工」 → テイコプラニン点滴静注用２００ｍｇ「トーワ」 東和薬品

ラベプラゾールＮａ錠１０ｍｇ「サワイ」 → ラベプラゾールＮａ錠１０ｍｇ「トーワ」 東和薬品

ドネペジル塩酸塩ＯＤ錠３ｍｇ「明治」 → ドネペジル塩酸塩ＯＤ錠３ｍｇ「トーワ」 東和薬品

オメプラゾール注射用２０ｍｇ「NP」 → オメプラゾール注射用２０ｍｇ「日医工」 日医工

ニカルジピン塩酸塩注射液２ｍｇ「日医工」 → ニカルジピン塩酸塩注射液２ｍｇ「サワイ」 沢井製薬

ニカルジピン塩酸塩注射液１０ｍｇ「日医工」 → ニカルジピン塩酸塩注射液１０ｍｇ「サワイ」 沢井製薬

１％プロポフォール注「FK」 → １％プロポフォール注「マルイシ」 丸石製薬

フルマゼニル注射液０．５ｍｇ「Ｆ」（富士製薬） → フルマゼニル注射液０．５ｍｇ「Ｆ」 丸石製薬

（限定）タルチレリンＯＤ錠５ｍｇ「日医工」 → タルチレリンＯＤ錠５ｍｇ「サワイ」 沢井製薬

バンコマイシン点滴静注用０．５ｇ「MEEK」 → バンコマイシン点滴静注用０．５ｇ「トーワ」 東和薬品

ミダゾラム注１０ｍｇ「サンド」（富士製薬） → ミダゾラム注１０ｍｇ「サンド」 サンド

モベンゾシン静注用１ｇ → セフタジジム静注用１ｇ「マイラン」 ファイザー

ロキソプロフェンＮａ錠６０ｍｇ「日医工」 → ロキソプロフェンＮａ錠６０ｍｇ「トーワ」 東和薬品

薬品名/採用区分 備考

1
ツムラ大黄甘草湯エキス顆粒 新規採用に伴う削除

麻子仁丸と切り替え

ラニラピッド錠 出荷停止のため
出荷再開の目途なし
持参時にはジゴシン製剤で代用する

3
ヒルドイドクリーム 販売中止のため

※院外処方はヒルドイドクリーム25ｇに切り替える

2

8
ヒアレインミニ点眼液 使用症例が少ないため

ヒアレイン点眼液の採用あり

9
リボスチン点眼液 使用症例が少ないため

パタノール点眼液の採用あり

4
ムルプレタ錠 Ｈ28.6.1採用後、院内・院外ともに使用症例なし

必要時にはその都度、患者限定で採用する

5
ビーフリード輸液 調剤過誤防止

ビーフリード500ｍｌの採用あり

6
クラビット点眼液 使用症例が少ないため

ベガモックス点眼、ガチフロ点眼の採用あり

7
トラバタンズ点眼液 使用症例が少ないため

キサラタン点眼、レスキュラ点眼の採用あり
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